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2) 対象 ：3年課程 2年次学生の事例11例
2年課程 1年次学生の事例 9例
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表 3 カンファレンスに提供された一事例（基礎情報の部分のみ引用 ）
第 2看護科 1年氏名 00000 実習病棟成人内科病棟
基礎清報 受け持ち期間 1984年2月7日～ 2月24日
患者 ：SY
大正 6年 12月29日生 66歳女性
住所 ：広島県三原市0 0町
菰業 ：無職（以前，酒屋の店貝として働いていた）


















1983年 2月 強皮症，陰部¢i税（ カンジタ性外陰腟炎）
ステロイド性糖尿病，肺炎，肺織維症に
て入院







ペンサリン (5T)， トレンタール (3cap)，アル
サルミン (3.0mg)，ワッサーV(3.0mg)， イン
ダシン (30T)





装具器具••• • •• 眼鏡 ， 補聴器 ， 総義歯
〔特に注：ciしている健康法〕 ：別になし
（生活習伯 〕：平均的な一日の過とし方





























消潔ー入浴夏は毎日 冬は 1日おき 洗髪は 1回／ IIV問
寝衣交換 1回／ 1¥VJ月 下沼交換毎日 洗濯は嫁がして
し‘た
我事一普通食 主食は米飯，茶碗 l杯 個食なし ．i閲味を好む


























パイタルサイン T=37.4℃ P=76（整） R=24 BP-186/100 mm 




























1日の尿屈 700-2,000me.排尿回数 5-12回／日， 尿糖(-)
尿祖臼（＋）～（廿） ．排便 1回／ 1～2日，便潜血(+)～（++）
菩痰鼠 25(．粘祠な淡黄色，発熱はな く血圧 も落ち沼いてい る。
胸痛．下肢の しびれ訴えな し。
表切乏し く．口数少なく返答され る。ぺ、ノド臥床されてい るこ
とが多く窓の外の景色をばんやり見ている。歩行時は膝を伸ば し
たまま足をすぺらせ るようにしている。 自分の病気については ，
膠原病の一つで佳皮症といい難病なんよ。なおらんのんよね」と
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